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- a r e a

l i a r < a t h
• o cho a より G-a<O であり、

- r r > 0 であるから . 0 くにいた
ー ー

い）2円の位置関係→5つとその条件 右側について Maher（70）
言えますか？？

CとDが2点で交わるための よってD

$

A t h y，となる。必要十分条件は、



a>0より
x . afire を得て、

に）

|-

!

.it#.xこれが
爀い

た（r）=9選，とな
る。；

「

Xについて解けば、，

☆今回は2点で交わることが前提なので、
実数Xが1つ出てくることがわかっていて、

Pax座標→CとDの式を連立して yについては特に考えなくてもok.
ただ、一般にはばを消去する際は

Cと1つの式は、 1つ出るはず、 注意！！！（実数yが存在するかは要検討）

｛Y+y2=r2（x-a）でyたG2 であり、

yを消去すると、
（x-a）では刈=f2
- 2 9 X =が t h e p



（3） =f（にんげ）（hurt lab））

+ 兀ぽーはいなが）な○憖嶔
国や※"的
㗅が掛が

降べき

!

いがや毖！！！

- 「 ここで区切る.形が変わる。 因数分解も見える
RPを回した方は、円錐なので直接計算にも（ah）（んは）tr）（hlr）-r）も元に（her）-r)

vlr）=ル（にんげ）×（hurt(at）×I =T.MN/（ab)h+D-2r）__y となる。
RP回転※だ）を代入してもキレイにならない.

+
だが（「血がX」弧は
回転 ☆妥当性チェック！！特徴的な値で！

=が（にんげ）（hurt lab）） n a h とに a t e で 0 になる？
+
兀［N-j刈前



（4） V(r）=E(all h が _ f i l m
- E(ah）に+が、p

袋=などで「「-）=が_を用いると、

☆微分を見すえるとこっちが楽！
楽=2（ah）んき-4は-2に.I

Eメンドいのでまとめる. -2（ah)r+6に
hlr）もややこしいのでんに. →rの式にしたいので、んは消す必要
rの関数であることを忘れず！ まとめて代ーー入が鉄則。1

=E(au）ががん-lab）に2r） =flats.Etr)El_が

、噉
に讎
吟蘭

坳 で
U(r）=（a-lDN-2r2h-1a-llr2t2r3-yr.t.hr@2.ip
とおき、これを最大にする rを求める.

んをどこで代入するかが悩ましい. -2（a-h)r+6に
→ rの3次関数なので、降べきに.器を考えると意外にシンプルなので、

hのまま合成関数の微分を用いる.



fath）仏=-39は_p+6は
一作などで_）+2（any

=一世（ath）には+2ah..咷may
→
r=39で？も十一一での場所は？？

-_-3いた_p+6は、ばかばかし
さ29-）r → a h < r < a t h にないと、

最大値をとる rがなくなるので、
-_-of(Path）にbirt(ah）は+2abt この中にあると予想がつく。

あとは大小を示す.
→
いいよ楽なので、正負を知りたい！

ここで、
→

灬が増減
が旬。
※+：_。

→ 因数分解を狙う
- （3で+2abtb2） - - 3dmb f

#

予 想 の予想 （...a.hn）
" f t p . a .e s _ _が + 2 a t で 39が

#

でた（a-D = +が篊〉0
3 a t h

(ah）（が+2ab th） -692 ⑤ 予想

❤

予想 に a . h n )



より. f：ない-a）=だ別""た話たり
ahくが29で

#

でcathを得るので、

UG）の増減は 9 t h =fg father

朝や謎"謎， 滃 +篊
0 0 -

r ゝ o ゝ
=Isと求められ
る。

bは定数66
i i i .

.aeで
の
+※！"
湖

最大値をしーくるのは

r=39292一などであ
る。
u s

これをHa）とすると、


